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第14号 

　川上小学校全校児童141人は６月６日、高梁城南高校川上校地生徒30人に花の植え方を
教わりながら、プランターにサルビアやマリーゴールドなどの苗200本を植えました。 
　作業を終えた児童は「高校生と一緒に花が植えられてよかったです。立派な花に育てた
い」と感想を述べていました。これは高梁市社会福祉協議会からボランティア活動普及事
業協力校の指定を受けて愛校の日に取り組んだもので、プランター12個は児童会が中心と
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1 9 . 7 . 1 5 第14号 （2）

皆
様
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
制
度
に
よ
る
年
会
費
の
必
要

な
理
由
に
つ
い
て
再
度
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
市
町
村
ご

と
に
一
つ
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
設

置
が
法
律
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
全
市
民
の
福
祉
向
上
の
た

め
高
梁
市
と
連
携
し
事
業
（
福
祉

サ
ー
ビ
ス
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
現
状
認
識
の
な
か
で
、

一
つ
に
は
、
国
を
始
め
県
市
の
財
政

事
情
は
長
期
債
務
の
累
増
に
よ
る
財

政
危
機
に
あ
り
、
財
政
再
建
の
た
め

行
財
政
改
革
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
）
が
削
減
さ

れ
て
い
ま
す
。

二
つ
に
は
、
少
子
化
に
よ
る
人
口

減
少
に
伴
い
、
高
齢
化
率
の
上
昇
で

総
体
的
に
衰
退
社
会
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
化
に
よ
り
高
齢
者
の
核

家
族
家
庭
の
増
加
、
更
に
進
ん
で
独

居
者
が
増
加
す
る
高
齢
者
社
会
が
進

行
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
体
験
し
た
こ
と
の
な

い
社
会
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
な
か

で
、
地
域
に
生
ま
れ
住
み
慣
れ
た
地

域
で
今
後
も
安
心
感
を
持
ち
、
生
き

甲
斐
を
感
じ
な
が
ら
生
活
を
送
る
た

め
に
は
新
し
い
福
祉
ニ
ー
ズ
が
生
ま

れ
、
こ
れ
に
対
応
が
必
要
な
時
代
が

来
て
い
ま
す
。

生
活
の
安
定
向
上
の
た
め
に
行
政

に
依
存
す
る
こ
と
は
過
去
に
比
べ
る

と
大
き
な
期
待
を
持
つ
こ
と
が
出
来

な
い
社
会
状
況
（
財
政
危
機
）
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
と
き
に
、
遠
く
の
親
戚

よ
り
近
く
の
他
人
の
諺
の
よ
う
に
、

そ
の
地
域
で
住
む
者
が
手
を
取
り
合

い
「
さ
さ
え
あ
い
た
す
け
あ
い
」
で
、

精
神
的
に
安
心
感
を
体
感
す
る
こ
と

の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
の
「
さ
さ
え
あ
い

た
す
け

あ
い
」
か
ら
生
ま
れ
る
新
た
な
福
祉

ニ
ー
ズ
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
で
は
、
福
祉
委
員
を
中
心
に

「
さ
さ
え
あ
い

た
す
け
あ
い
」
の
心

と
行
動
を
育
て
、
福
祉
委
員
と
の
絆

を
強
め
て
い
た
だ
く
と
共
に
全
市
的

に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
お
世
話

を
行
い
「
さ
さ
え
あ
い
た
す
け
あ
い
」

の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。厳

し
い
経
済
状
況
の
な
か
皆
様
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
年

会
費
の
趣
旨
は
、
以
上
ご
説
明
を
申

し
上
げ
ま
し
た
、
全
市
民
の
方
々
が

安
心
を
感
じ
る
地
域
づ
く
り
の
必
要

性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
合
わ
せ
て

活
動
資
金
と
し
て
年
会
費
（
協
力
金
）

の
拠
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

市
民
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
ご
家
族
お
揃
い
で
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長
　

平
　
田
　
重
　
光

福
祉
委
員
連
絡
会
で
会
員
制
度
の

説
明
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

そ
こ
で
の
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

会
費
を
納
め
る
こ
と
は
強
制
で

す
か
。
任
意
で
す
か
。

強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
趣
旨

を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
協
力

金
と
し
て
お
願
い
を
し
て
お
り
任

意
で
す
。

市
民
全
員
に
一
口
千
円
の
協
力

を
お
願
い
す
る
の
で
す
か
。

社
協
は
、
市
民
全
員
の
方
を
会

員
と
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
民
全
員
の
方
か
ら
協
力
を

い
た
だ
く
の
が
理
想
で
す
が
、
乳

幼
児
、
長
期
療
養
中
の
方
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
事
情
、
状
況
が
異
な
り

ま
す
。
ご
理
解
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
、
一
世
帯
を
単
位
と
し
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

年
会
費
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で

す
か
。

会
費
は
、
一
年
の
会
費
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
毎
年
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問問問 答答 答



（3） 第14号 1 9 . 7 . 1 5

町
内
会
費
で
一
括
納
入
し
て
も

か
ま
わ
な
い
で
す
か
。

町
内
会
費
を
も
っ
て
ご
協
力
い

た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、

強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
町

内
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
得
て
い

た
だ
き
、
個
人
名
で
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

会
員
を
辞
め
た
場
合
、
会
費
は

戻
っ
て
く
る
の
で
す
か
。

社
協
の
事
業
は
、
市
民
全
員
の

方
を
会
員
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
会
員
を
辞
め
る
と
い
う
考
え

方
は
、
会
員
制
度
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
会
費
を
お
返

し
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
市
民
が
会
員
な
ら
会
員
章
は

全
員
に
交
付
さ
れ
る
の
で
す
か
。

全
市
民
の
方
が
会
員
で
す
が
、

会
員
章
は
会
費
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
印
と
し
て
世
帯
ご
と
に
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。

会
費
の
使
途
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

社
協
は
市
と
連
携
し
、
社
協
の

特
性
を
活
か
し
て
地
域
福
祉
事
業

を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
事
業
の
維
持
継
続
と
充

実
を
図
り
、
新
し
い
福
祉
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

特
別
な
使
途
を
持
つ
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
職
員
の
人

件
費
に
は
充
当
し
ま
せ
ん
。

会
費
を
納
め
た
ら
メ
リ
ッ
ト
や

特
典
が
あ
り
ま
す
か
。
逆
に
納
め

な
い
と
き
は
ど
う
で
す
か
。

会
費
へ
の
ご
協
力
は
、
市
民
総

参
加
に
よ
る
、
さ
さ
え
あ
い
、
た

す
け
あ
う
心
を
育
て
る
こ
と
と
福

祉
事
業
の
維
持
継
続
と
充
実
を
図

り
新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
会

費
へ
の
ご
協
力
の
有
り
無
し
に

よ
っ
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
左
右

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

合
併
前
か
ら
会
員
制
度
を
実
施

し
て
い
る
有
漢
支
会
、
川
上
支
会

の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

両
支
会
と
も
市
民
を
会
員
と
し

て
で
は
な
く
、
世
帯
を
会
員
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
度

は
い
ず
れ
も
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

県
下
の
会
員
制
度
の
実
施
状
況

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

十
九
年
度
か
ら
高
梁
市
社
協
が

加
わ
り
県
内
十
五
市
全
て
の
社
協

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
十
四
町
村
社
協
の
う
ち
十
二

社
協
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

会
費
の
納
入
期
限
は
い
つ
で
す

か
。説

明
会
よ
り
一
ヶ
月
後
く
ら
い

ま
で
の
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
十
九
年
度
会
費
で

す
の
で
、
最
終
の
期
限
は
平
成
二

十
年
三
月
三
十
一
日
で
す
。

会
費
を
納
入
し
た
場
合
、
税
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
か
。

税
務
署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

寄
付
の
控
除
に
は
該
当
し
ま
せ
ん

が
、
法
人
の
場
合
は
、
接
待
費
・

交
際
費
等
の
営
業
外
費
用
で
控
除

で
き
、
控
除
の
額
は
、
事
業
（
会

計
）
の
規
模
に
よ
る
そ
う
で
す
。

福
祉
委
員
が
選
出
さ
れ
て
い
な

い
地
区
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

町
内
会
長
さ
ん
に
福
祉
委
員
の

選
出
と
会
員
制
度
に
つ
い
て
の
お

願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

（会員・年会費）

●普　通　会　員　　　高梁市民　　　　1口　1,000円
●法　人　会　員　　　市内の法人等　　1口　3,000円
（事業所を含む）
●ふるさと会員　　　市外居住者　　　1口　3,000円
●特　別　会　員　　　特別な協力者　　1口　5,000円

☆１口以上のご協力をお願いいたします。
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収入支出差引額109,487,979円は当期末支払い資金残高です。

1 9 . 7 . 1 5 第14号 （4）

【
事
業
報
告
】

・
全
市
で
会
員
制
度
導
入
を
決
定

全
市
で
の
会
員
制
度
実
施
に
向

け
、
正
副
会
長
会
議
、
各
委
員
会
、

理
事
会
、
評
議
員
会
で
協
議
し
十
九

年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
よ
う
決

定
し
ま
し
た
。

・
全
支
会
で
福
祉
委
員
を
選
出

成
羽
支
会
、
備
中
支
会
で
福
祉
委

員
の
選
出
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ

り
、
全
支
会
で
福
祉
委
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

福
祉
委
員
数

高
梁
三
六
二
人
、
有
漢
三
三
人
、

成
羽
九
一
人
、
川
上
一
〇
二
人
、

備
中
八
四
人

福
祉
委
員
連
絡
会
開
催

高
梁
十
一
回
、
成
羽
三
回
、

有
漢
・
川
上
・
備
中
各
一
回

・
健
康
福
祉
の
つ
ど
い
開
催

参
加
者
　
一
、
五
〇
〇
人

・
健
康
福
祉
ま
つ
り
成
羽
開
催

参
加
者
　
三
七
三
人

・
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
開
催

参
加
者
　
五
二
七
人

相
談
件
数
　
三
八
二
件

延
利
用
人
数
　
五
、
四
二
八
人

延
参
加
者
　
七
、
六
一
九
人

延
利
用
人
数
　
一
八
、
七
九
六
人

延
利
用
人
数
　
二
三
六
人

・
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業

市
内
在
住
及
び
市
内
へ
通
学
し

て
い
る
生
徒
・
学
生
一
九
六
人
が

参
加
。
二
七
の
施
設
、
団
体
で
活

動
。

四
月
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

よ
り
介
護
保
険
事
業
と
併
せ
て
介
護

予
防
事
業
へ
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
十

平
成
十
八
年
度
年
度 

事
業
事
業
・
収
支
報
告

収
支
報
告 
平
成
十

平
成
十
八
年
度
年
度 

事
業
事
業
・
収
支
報
告

収
支
報
告 
平
成
十
八
年
度 

事
業
・
収
支
報
告 

一般会計  

（その他の内訳） （円） 
固定資産取得及び繰入支出 705,490  
貸付事業等支出 400,000  
借入金利息支出 396,100 

（その他の内訳） 
共同募金配分金収入 6,534,523  
利用料収入 3,666,250  
会費収入 2,685,000  
負担金収入 1,790,090  
雑収入 1,507,600 

 （円） 
会計単位間繰入金収入 997,595  
受取利息配当金収入 528,144  
貸付事業等収入 323,170  
助成金収入 240,000 

支出 
488,164,459円 

収入 
597,652,438円 

人件費支出 
303,468,589円 
（62.1%） 

介護保険収入 
232,273,381円 
（38.9％） 

前期末 
支払資金残高 
106,441,951円 
（17.8％） 

経常経費補助金収入 
88,151,800円 
（14.7％） 

受託金収入 
84,546,885 
（14.1％） 

経理区分間 
繰入金収入 
28,545,415円 
（4.8％） 

寄付金収入 
20,206,801円 
（3.4％） 

事業収入  
19,213,833円（3.2%） 

その他 （下欄へ内訳） 
18,272,372円 
（3.1％） 

事業費支出 
126,279,753円 
（25.9%） 

経理区分間 
繰入金支出 
28,545,415円 
（5.8％） 

事務費支出 
16,012,730円（3.3％） 

積立預金積立支出 
10,026,382円（2.1％） 

その他（下欄へ内訳） 
1,501,590円 
（0.3%） 

借入金元金償還金支出 
2,330,000円 
（0.5％） 

社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
平
成
十
八
年
度
の
事
業
報
告
及
び
一
般

会
計
・
特
別
会
計
の
収
支
決
算
が
理
事
会
で
認
定
、
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。



（5） 第14号 1 9 . 7 . 1 5

収入支出差引額7,014,393円は当期末支払い資金残高です。

法 人 運 営 事 業  

福祉活動専門費  

企 画 広 報 事 業  

ふれあいのまちづくり事業 

地域福祉活動事業 

老 人 福 祉 事 業  

心配ごと相談受託事業 

障害児・母子・児童福祉事業 

災 害 福 祉 事 業  

一般募金配分金事業 

地域福祉活動基金 

ボランティア広報登録事業 

ボランティア育成事業 

福 祉 体 験 事 業  

そ の 他  

合 　 　 　 計  

7,761,655 

56,661 

1,347,065 

2,400,911 

6,422,705 

1,940,191 

490,064 

384,000 

75,000 

389,740 

78,962 

275,664 

433,804 

383,580 

14,799 

22,454,801

事　業　名　  （単位  円） 

一般会計決算（経理区分） 寄付金・会費収入の事業内訳 

経理区分ごとの決算額 

法 人 運 営 事 業  

企 画 広 報 事 業  

地域福祉推進事業 

在宅福祉サービス事業 

共同募金配分金事業 

地域福祉活動基金 

ボランティアセンター活動事業 

福祉サービス利用援助事業 

資 金 貸 付 事 業  

介 護 保 険 事 業  

保健センター事業 

合 　 　 　 計  

97,093,266 

1,377,562 

27,567,306 

88,697,906 

7,002,376 

770,220 

2,208,532 

4,339,416 

400,000 

256,802,329 

1,905,546 

488,164,459

事　業　名　  （単位  円） 

葬 祭 用 具 貸 出 事 業  
福 祉 の 店 事 業  
高齢者統合在宅支援事業 
合 計  

944,297 
1,228,827 
5,273,657 
7,446,781

（単位  円） 事　業　名 

経理区分ごとの決算額 

シ ル バ ー 
人材センター 
 
 
総 合 福 祉  
セ ン タ ー 
 
 
公 園 管 理  
事 業  
  
合　　　計 

92,902,294円 
・受注件数  

3,426件  
 

25,593,946円 
・利用件数  

1,428件  
 

119,392円 
小平園、白谷 
公園管理  

  
118,615,632円 

事　業　名 

収益事業特別会計 

公益事業特別会計 

（その他の内訳） （円） 
借入金利息支出 469,200 
会計単位間繰入金支出 370,125 
固定資産取得及び 
繰入支出 

888,000

（その他の内訳） （円） 
借入金利息補助金収入 469,200 
会費収入 279,000 
雑収入 128,966 
受取利息配当金収入 15,370

事務費支出   
5,624,142円 
（75.5%） 

事業費支出  
80,923,770円 
（68.2%） 

事業収入 
89,766,159円 
（71.5%） 

経常経費 
補助金収入 
15,428,000円 
（12.3%） 

前期末支払資金残高 
8,784,056円（7.0％） 

受託金収入 
8,719,274円 
（6.9％） 

借入金元金償還補助金収入 
2,040,000円（1.6％） 

その他（下欄へ内訳） 
892,536円 
（0.7%） 

人件費支出  
16,221,734円 
（13.7%） 

事務費支出   
17,702,803円 
（14.9%） 

借入金元金償還金支出  
2,040,000円（1.7%） 

その他（下欄へ内訳）  
1,727,325円 
（1.5%） 

受託金収入  
4,588,927円 
（61.6%） 

事業収入  
2,856,457円 
（38.4%） 

受取利息配当金収入   
1,397円 

人件費支出  
906,962円 
（12.2%） 

会計単位間 
繰入金支出  
627,470円 
（8.4%） 

売上原価   
288,207円（3.9%） 

収入 
7,446,781円 

収入 
 125,630,025円 

支出 
7,446,781円 

支出 
118,615,632円 

提
案
説
明
を
す
る
平
田
会
長
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岡
山
県
共
同
募
金
会
高
梁
市
支
会
の
理
事
会
と
評
議
員
会
が
五
月
二
十
八
日

に
開
催
さ
れ
、
平
成
十
八
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
が
理
事
会
で
認
定
、

評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

【
募
金
期
間
】
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

【
実
施
方
法
】
戸
別
募
金
、
街
頭
募
金
、
バ
ッ
ジ
募
金
、
法
人
募
金
な
ど
に
よ

り
募
金
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

【
実

績

額
】
六
百
七
十
五
万
五
千
八
十
円
の
募
金
が
あ
り
、
岡
山
県
共
同

募
金
会
へ
送
金
し
ま
し
た
。

【
使
　
　
途
】
岡
山
県
共
同
募
金
会
か
ら
五
百
七
十
二
万
円
の
配
分
を
受
け
て

民
間
福
祉
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
五
十
四
団
体
へ
助
成
を
し
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

【
募
金
期
間
】
十
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

【
実
施
方
法
】
戸
別
募
金

【
実

績

額
】
三
百
七
万
三
千
百
八
十
三
円
の
募
金
が
あ
り
、
岡
山
県
共
同

募
金
会
へ
送
金
し
ま
し
た
。

【
使
　
　
途
】
岡
山
県
共
同
募
金
会
か
ら
二
百
八
十
三
万
四
千
五
百
二
十
三
円

の
配
分
を
受
け
て
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る

方
々
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
難
病
の
方
々
な
ど
二

百
五
十
五
人
へ
の
支
援
と
、
ま
た
こ
の
時
期
に
福
祉
活
動
を
重
点
的
に
展
開

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
二
十
四
団
体
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
し

た
。

〈
事
業
・
決
算
報
告
〉

一般会計・特別会計　財産目録 
平成19年３月31日（単位　円） 

資　産　の　部 
科　　目 

資　産　合　計 

摘　　要 金　　額 
１．流動資産 145,970,514  

130,016,141  
248,740  

72,926,489  
55,978,196  
862,716  

14,996,067  
30,000  

5,564,654  
9,248,663  
152,750  
958,306  
300,813  
657,493  

664,784,115  
650,504,243  
300,245,929  
350,258,314  
14,194,872  
14,194,872  

85,000  
85,000  

810,754,629 

（１）一般会計 

（２）公益事業特別会計 

（３）収益事業特別会計 

２．固定資産 
（１）一般会計 

（２）公益事業特別会計 

1現   金 
2預   金 
3未収金 
4仮払金 

 
備北信用金庫等 
介 護 給付費等  
損 害 保険料等  

1現   金 
2預   金 
3未収金 
4仮払金 

 
備北信用金庫等 
作 業 費 等  
損 害 保険料等  

1預   金 
2未収金 

 
指定管理委託料等 

1基本財産 
2その他の固定資産 

土 地 ・ 建物等  
車 輌 運搬具等  

1その他の固定資産 車 輌 運 搬具等  

（３）収益事業特別会計 
1その他の固定資産 器 具 及 び備品  

負　債　の　部 
科　　目 

差 引 純 資 産 

負　債　合　計 

摘　　要 金　　額 
１．流動負債 

２．固定負債 

29,468,142  
20,528,162  
19,847,962  
680,200  

7,981,674  
7,981,674  
958,306  
733,306  
225,000  

26,800,000  
18,640,000  
18,640,000  
8,160,000  
8,160,000  
56,268,142  
754,486,487 

（１）一般会計 
1未払金 
2前受金 

施設維持管理費等 
移送サービス会員会費等 

（２）公益事業特別会計 
1未払金 車 輌 燃料費等  

（１）一般会計 
1長期設備資金借入金 施設建設費未償還金 
（２）公益事業特別会計 
1長期設備資金借入金 施設改修費未償還金 

（３）収益事業特別会計 
1未払金 
2預り金 

宿 直 委託料等  
高齢者施設利用者敷金 
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支　会　だ　よ　り

福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

は
五
月
二
十
四
日
、
県
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
で
、
運
転
適
性
検
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
に
従
事
し
て
い
る
会
員
が
、

安
全
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
に
と
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
こ
の
日
は
十
四
人
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

筆
記
方
式
の
ペ
ー
パ
ー
検
査
で

は
、
動
作
の
正
確
さ
、
速
さ
、
判

断
力
の
検
査
を
。
ま
た
モ
ニ
タ
ー

に
よ
る
Ｃ
Ｒ
Ｔ
検
査
で
は
、
緊
張

の
維
持
や
注
意
の
分
散
、
状
況
処

ＣＲＴ検査を受ける会員

車椅子をリフトに固定する会員

実技を交えて講演する鍋島さん

消火訓練を行うささゆり苑の職員

高
　
　
梁

福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会
を
開
催

理
の
巧
み
さ
の
検
査
を
受
け
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
高
梁
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
リ
フ
ト
車
輌
に
よ
る

昇
降
方
法
や
車
椅
子
の
固
定
の
仕

方
の
操
作
に
つ
い
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
高
梁
地
区
）
は
六
月
二
十
一

日
、
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
で
は
平
田
会
長
が
「
厳
寒
、

酷
暑
に
か
か
わ
ら
ず
年
間
業
務
に

就
か
れ
、
皆
さ
ん
の
持
て
る
力
に

よ
り
、
地
域
の
多
く
の
方
を
支
援

し
て
い
く
と
い
う
こ
の
事
業
の
目

的
が
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
続
い
て
事

業
報
告
、
事
業
計
画
な
ど
が
協
議

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
講
演
で
は
高
梁
保
健
所
保

健
課
長
鍋
島
千
秋
さ
ん
が
「
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
」
と
題
し
て

「
誰
し
も
自
分
の
老
い
を
認
め
た
く

な
い
が
、
何
年
か
先
の
青
写
真
を

持
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
。
体
を

動
か
す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
ら
、

足
踏
み
な
ど
で
体
の
新
陳
代
謝
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
大

切
」
と
実
技
を
交
え
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
働

く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
知
識
、

経
験
、
技
能
を
活
か
し
た
臨
時

的
・
短
期
的
な
仕
事
を
提
供
し
ま

す
。市

内
に
お
住
ま
い
の
原
則
と
し

て
六
十
歳
以
上
の
方
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

成
　
　
羽

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

（
成
羽
町
長
地
）
で
は
、
六
月
二
十

七
日
、
西
悟
支
所
長
の
指
導
で
防

火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
入
居
者

九
人
を
安
全
に
避
難
さ
せ
る
と
と

も
に
職
員
が
手
分
け
を
し
て
、
避

難
誘
導
、
初
期
消
火
、
通
報
訓
練

を
行
い
緊
急
時
の
対
応
を
確
認
し

あ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
屋
外
で

オ
イ
ル
パ
ン
に
火
を
付
け
、
消
火

器
に
よ
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

で
も
入
会
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
@2
‐
７
２
４
３
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会

（
加
藤
淑
子
会
長
）
は
五
月
二
十
三
日
、

有
漢
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

総
会
を
開
催
さ
れ
、
約
五
十
人
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。

十
九
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
が
協

議
さ
れ
た
後
、
市
高
齢
福
祉
課
佐
藤

二
郎
課
長
補
佐
が
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
業
務
」
に
つ
い

て
講
演
を
さ
れ
、
ま
た
今
年
度
か
ら

変
更
と
な
る
緊
急
通
報
装
置
の
運
用

方
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
佐
藤
さ
ん
は
「
地
域
の
見
守
り

活
動
を
す
る
中
で
介
護
予
防
の
相
談

や
、
高
齢
者
や
家
族
が
抱
え
る
悩
み

や
心
配
ご
と
を
何
で
も
相
談
し
て
く

だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
有
漢
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
、
昔
懐
か
し

い
歌
を
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
に
合
わ

せ
て
全
員
で
合
唱
し
楽
し
み
ま
し
た
。

ハーモニカクラブの皆さんによる演奏

有
　
　
漢あ

じ
さ
い
の
会
総
会

備
　
　
中

備
中
福
祉
委
員
連
絡
会
（
中
川
光

義
会
長
）
は
六
月
十
九
日
、
や
す
ら

ぎ
の
里
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
で
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

連
絡
会
は
昨
年
九
月
に
発
足
し
、

こ
の
日
は
委
員
四
十
四
人
が
参
加
。

福
祉
委
員
活
動
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

お問合せやご相談は・・・ 
高梁市社会福祉協議会 
　　　　  （本所・各支所）まで 

保険料 
（掛金） 

社会福祉法人 

全国社会福祉協議会 

Ａプラン…280円 
 

Bプラン…460円 
 

Cプラン…650円 
 天災危険補償タイプもあります。 

●活動場所と自宅との 
　往復途上の事故も補償 

●防災・災害のボランティア 
　活動も補償 

●ボランティア自身の食中毒や 
　熱中症も補償 

●地震等天災によるケガも補償 
　（天災タイプ加入の場合） 

団体契約者 
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高梁市社会福祉協議会へ平成19年5月と6月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
和
田
町
　
山
口
　
善
生

（
故
・
晴
生
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
行
藤
　
善
　

（
故
・
常
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
横
山
　
重
男

（
故
・
金
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
段
　
町
　
西
　
　
卓
司

（
故
・
博
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
小
野
　
繁
雄

（
故
・
芳
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
佐
藤
　
栄
次

（
故
・
光
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
應
江
　
則
行

（
故
・
君
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
鍜
冶
町
　
赤
木
　
富
子

（
故
・
安
芳
様
の
ー
）

金
一
封
　
鍜
冶
町
　
間
野
伝
五
郎

（
故
・
か
め
よ
様
の
ー
）

十
万
円
　
下
谷
町
　
笹
田
糸
之
助

（
故
・
美
佐
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
井
村
　
敬
一

（
故
・
稔
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
金
澤
満
寿
夫

（
故
・
静
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
中
島
　
　
求

（
故
・
小
林
道
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
後
安
　
彰
男

（
故
・
富
惠
様
の
ー
）

金
一
封
　
奥
万
田
町

徳
永
　
直
之

（
故
・
幸
儀
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
信
久
　
昇
一

（
故
・
成
美
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
上
有
漢
　
渡
辺
　
　
孝

（
故
・
雪
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
片
山
　
博
恭

（
故
・
利
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
近
藤
佐
多
子

（
故
・
高
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
西
本
　
敏
春

（
故
・
正
務
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
森
山
　
光
枝

（
故
・
真
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
野
田
　
数
馬

（
故
・
義
計
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封
　
成
　
羽
　
東
　
　
英
雄

（
故
・
ス
ミ
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
中
野
　
政
男

（
故
・
克
衛
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
日
名
　
森
下
　
孝
志

（
故
・
萬
作
様
の
ー
）

十
万
円
　
下
　
原
　
川
上
マ
チ
ヱ

（
故
・
章
輔
様
の
ー
）

金
一
封
　
総
社
市
　
広
岡
　
昭
次

（
故
・
貞
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
三
宅
　
一
平

（
故
・
濱
エ
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
森
　
　
竜
一

（
故
・
實
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
領
　
家
　
久
保
　
浩
佑

（
故
・
忠
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
川
上
　
　
巧

（
故
・
繁
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
町
　
真
壁
多
喜
子

（
故
・
進
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
森
　
　
順
子

（
故
・
金
次
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
信
久
　
昇
一

（
故
・
成
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
神
迫
　
　
実

（
故
・
松
子
様
の
ー
）

十
万
円
　
巨
瀬
町
　
野
口
　
壽
彦

（
故
・
喜
久
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
弓
之
町
　
百
野
　
　
稔

（
故
・
喜
美
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
原
田
北
町

加
藤
　
敏
行

（
故
・
勝
様
の
ー
）

金
一
封
　
柿
木
町
　
大
杉
　
田
鶴

（
故
・
尚
久
様
の
ー
）

二
十
万
円

落
合
町
　
関
　
　
安
之

（
故
・
喜
美
子
様
の
ー
）

二
十
万
円

高
倉
町
　
文
谷
　
　
勲

（
故
・
民
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
栄
　
町
　
片
岡
　
文
治

（
故
・
芳
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
行
藤
　
　
元

（
故
・
育
治
様
の
ー
）

《
津
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
津
川
町
　
小
野
　
　
博

（
故
・
和
昭
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

金
一
封
　
巨
　
瀬
　
平
岩
　
英
子

（
故
・
貞
男
様
の
ー
）

五
万
円
　
巨
　
瀬
　
森
元
か
ね
代

（
故
・
文
男
様
の
ー
）

十
万
円

巨
　
瀬
　
野
口
　
壽
彦

（
故
・
喜
久
夫
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町
　
應
江
　
則
行

（
故
・
君
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
飛
田
　
哲
夫

（
故
・
正
d
様
の
ー
）

《
玉
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
玉
　
川
　
中
戸
　
　
智

（
故
・
光
代
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
へ
》

金
一
封
　
宇
治
町
　
赤
松
　
明
延

（
故
・
増
枝
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
神
迫
　
　
実

（
故
・
松
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
下
中
　
哲
朗

（
故
・
太
郎
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
へ
》

金
一
封
　
松
原
町
　
山
口
　
人
志

（
故
・
暉
子
様
の
ー
）

《
高
倉
地
区
へ
》

金
一
封
　
高
倉
町
　
井
村
　
敬
一

（
故
・
稔
様
の
ー
）

五
万
円
　
高
倉
町
　
文
谷
　
　
勲

（
故
・
民
子
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
へ
》

金
一
封
　
落
合
町
　
赤
木
　
啓
一

（
故
・
清
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
田
井
　
幸
子

（
故
・
瀧
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
中
島
　
　
求

（
故
・
小
林
道
子
様
の
ー
）
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金
一
封
　
岡
山
市
　
笹
部
　
信
行

（
故
・
静
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
三
　
沢
　
山
室
　
弘
子

（
故
・
治
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
大
塚
　
英
明

（
故
・
正
和
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
東
元
　
英
子

（
故
・
治
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
廣
江
　
匡
平

（
故
・
榮
様
の
ー
）

金
一
封
　
三
　
沢
　
橋
本
　
　
清

（
故
・
千
里
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
山
室
　
英
夫

（
故
・
卯
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
鈴
村
耕
太
郎

（
故
・
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
日
向
　
邦
夫

（
故
・
隆
幸
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
三
村
　
幸
人

（
故
・
貞
女
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
油
野
　
細
川
千
津
香

（
故
・
秀
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
内
田
　
一
正

（
故
・
松
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
油
野
　
齋
藤
　
正
一

（
故
・
運
平
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
金
藤
　
清
雄

（
故
・
祐
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
　
　
　
　
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
　
第
二
七
六
・
二
七
七
回
目
）

金
一
封

働
く
婦
人
の
家
グ
ル
ー
プ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
落
合
町
　
小
林
　
　
巍

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
谷
町
　
長
谷
川
憲
治

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
面
地
区
へ
》

金
一
封
　
川
面
町
　
西
村
　
俊
美

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町
　
櫻
　
　
達
志

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
落
合
地
区
へ
》

金
一
封
　
落
合
町
　
小
林
　
　
巍

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
上
有
漢

湯
浅
　
康
史

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

小
室
　
貞
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

上
森
　
一
郎

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

上
森
　
澤
江

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封

成
羽
病
院
看
護
師
一
同

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
下
大
竹

藤
本
　
　
巌

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
三
宅
　
正
吉

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
高
山
市
　
江
草
美
壽
惠

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田
　
芳
男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
前
原
　
　
一

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

職
　
種

介
護
職
（
一
名
）
昭
和
六
十
二

年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
、
心
身
と
も
に
健
康

で
職
務
に
意
欲
の
あ
る
方

資
　
格

普
通
自
動
車
免
許
所
持
者

勤
務
場
所

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

（
成
羽
町
長
地
四
五
三
‐
五
）

※
申
込
の
受
付
は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課
　

1
@2
‐
７
２
４
３

又
は
同
成
羽
支
所

1
$2
‐
２
０
０
５

相
談
日

九
月
十
一
日
（
火
）

受
　
付

十
時
〜
十
二
時

審
査
開
始

十
時
三
十
分
〜

科
　
目

肢
体
・
聴
覚

内
　
容

補
装
具
（
義
肢
、
装
具
、

補
聴
器
な
ど
）
の
交
付
や
修
理

の
相
談
等

そ
の
他

相
談
は
無
料
（
補
装
具

の
交
付
、
修
理
に
は
原
則
と
し

て
費
用
の
一
割
の
負
担
が
必
要

で
す
）

会
　
場

高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
参
品

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳

問
い
合
わ
せ

市
役
所
社
会
福
祉
課

1
@1
‐
０
２
８
４

高
梁
市
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
で
は
、
手
話
講
座
を
毎
月
第
二
、

第
四
木
曜
日
の
十
三
時
三
十
分
〜

十
五
時
三
十
分
と
十
八
時
三
十
分

〜
二
十
時
三
十
分
の
二
回
、
高
梁

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

講
座
で
は
聴
覚
障
害
者
と
と
も

に
手
話
会
話
や
手
話
歌
を
楽
し
く

練
習
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
の
方
の
外
出
や

社
会
参
加
支
援
な
ど
地
域
福
祉
活

動
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
@2
‐
７
２
４
３


